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　　　　　英語差別用語の基礎的研究（1）：性差別語
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苅部恒徳＊

O．まえがき

　1960年代から再び盛んになったfeminism運動の目標は、女性が不当に差別されている社会の

改革であり、男女差別撤廃運動であっ．た。その大きな特徴の一つは、言語と社会の関係が強く

意識され、言語が社会を規制し、また社会が言語を規制する相互規制の関係にあることに強く

注目した点にあった。この相互関係の一つの表れが言語に見られる性差別の状況である。この

社会的男女差別は長年のうちに言語に制度化され固定化され、その使用者（個人および集団）

の観念を支配するようになる。制度化された言語が今度は社会に因習として差別の固定観念を

植え付ける、という訳である。この悪循環の中に女性（ばかりなく男性も）縛り付けられてき

たことに注目したのだった。

　最近、feminism運動を含む形でアメリカではpo1itica11y　correctという公的社会生活における

人種、階級、性別、性的志向の差別を正す（‘supporting　broad　socia1，po1itica1，and　educationa1

change，especia11y　to　redress　historica1injustices　in　matters　such　as　race，c1ass，gender，and　sexua1

orientation’（AHD，4th　ed．，s．v．po1itica11y　comect））運動が官民あげて進められていることに

我々はもっと注目すべきである。

　本号の（1）では一性差別語と批判され廃止・言い換えを指示された英語（特に米語）の語彙・語

法の代表例を主に辞書から収集・呈示し、実態の把握に努める。次号では（2）として英語におけ

る人種・障害者差別語を考察し、最後に差別用語の監視と言葉狩りの問題を扱う予定である。

　先にアメリカにおいては官民あげての差別語撤廃運動が行われていると述べたが、その官庁

の方は例えば、従来の男性職業名とみなされるものをすべて中性的なもの（gender－neu位aユte㎜s）

に言い換えた、連邦労働省（U．S．Departm㎝tofLabor）の出したDゴαゴ㎝〃γof0㏄岬afi㎝a1

乃此8であり、民間の方は例えば、いち早く辞書の上で差別語に使用者の注意を喚起したR㎜do㎜

＊KARIBE，Tsunenori［新潟国際情報大学］
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Hou8e陥b晩｛0011egeD比㎡㎝W，1ste吐，1991（以下RHWCD1）である。後者は性差別の問題を

含む見出し語に（最近の多くの辞書がそうするようになったが）uSagenOteSを付けているほかに、

巻末に“Avoidi㎎SexistLa㎎uage”という解説記事が付されている。この辞書の第2版（1997）

（以下RHWCD2）でも巻末記事として性差別語のほかに新たに人種差別語、障害者差別語を含

む“AvoidingInsensitiveandOffensiveLanguage”が付されていて参考になる。

1．差別語man

　Ox伽d肋g1舳1）ゴcd㎝1y，2nded．（1993）（以下0ED2）はmanがO1dEng1ish（c750－1100）で．

は、ほぼ男女の別なく‘ahumanbeing’を意味し、＝Lhomoであり、男女の別はそれぞれwer

（c£Lv辻）とwif（＞軸田）、w卸man（WEAPON－MAN）とwifman（W㎜ヨーMAN＞WOMAN）の

ように別語で表現されていたと記述している（man，I．1．加d†a．）。現代英語では差別語の代

表とも言われるmanが本来は「男」よりも「人間」を意味したことは注目に値する。しかし同

じOED2によればmanの「男」の意味もすでに1000年頃に現れているが、その後徐々にmanが

’「人間」の意味と並んで、「男」の意味を持つようになったのは「女」のWOmanと対比されて用

いられたからであることは0ED2，II14．a．に引かれている用例

　　　c10001ELFRlC8∂加お’〃鵬s　ii．78トle．1s鵠de　hyreδewis1ice　hw爵t　heo　man　ne　w鴉s．

　　　（＝He　told　her　exactly　why　she　was　not　a　man．）

　　　a1225ハ〃or月．286Ert　tu　s◎wroδwi6mon　o6er　wiδwummon　pet［etc－1？

　　　（；Aけthou　so　angry　with　man　or　with　woman　that［etc．］？）

から明らかである。問題はmanが「男」の意味を持ってからも「人間」の意味を持ち続けたこ

とであり、この結果feministによってman‘ma1e　sex’＝‘human　being’であり女性軽視であると

攻撃の対象にされたことである。この公式が男性中心社会の原点のように見えたとしても不思

議ではない。

　先に挙げたアメリカの辞書RHWCD1（1991）とRHWCD2（1997）は次のようなmanの言い

換えを提案している。

　　　man＞humanbeing，human，person，individua1（RHWCD1）

　　　m㎝kind，man（col1ective1y）＞human　beings，hum㎜s，humal］kbd，humanity，peop1e，human　race，

　　　h・m…p・・i・・，…i・ty，m・…dw・m・・（RHWCD1，2）；ム㎝…胸・（RHWCD2’・・dditi・・），
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　　　man－made＞synthetic，artificia1（RHWCD1，2）

　　　maninthestreet＞averageperson，ordinarypersbn（RHWCD1，2）

　　　amanwho＞someonewho，anyonewho（RHWCD2）

　　　workingman＞worker，wageeamer（RHWCD1）（次の一man複合語に入れるべきもの。

　　　（RHWCD2）にはない。）

　！・ワイ州Hono1u1u市の委員会Medea　Task　Forceが出した差別用語の手引書“Do’s　and　Don’ts

ofInc1usiveLanguage”はさらに次のような例を挙げてい乱

　　　man　and　his　wor1d＞wor1d　history，history　ofpeop1es，humans　and　their　wor1d

　　　man－hours＞work　hours，staffhours，hours　worked，tota1hours

　　　manhunt＞a　hunt　for．二．

　　　mamedf1ight「有人飛行」＞pi1otedf1ight

　　　m㎝power＞workforce，humanresources，1aborforce，humanenergy，persome1，workers

　　　manls　achievements＞human　achievements

　　　men　ofscience＞scientists

2一一man複合語’

　英語には職業（o㏄upation）や社会的役割（socia1ro1e）を担う人を表す一man複合語が多数存在

することはよく知られている。国広哲弥・堀内克明（編）『プログレッシブ英語逆引き辞典』（小

学館、1999）（以下『逆引き辞典』）の一manの項目には、China－man，Comish－man，French－manの

ような民族名なども混在しているので、それら23例を除くと職業や役割名などは全部で504例

挙げてある。歴史的に言えば従来職業や役職につくのは「男性」が多く「女性」が少なかった

ことを反映して一man複合語が次々と作られてきた訳である。一manは従来から場合によっては

「女性」も含めて両性的（dua1gender）に用いられることもあったが、圧倒占勺に「男性」をイ

メージさせたことは明らかである。このところ女性進出が盛んだから一manの対語として一Woman

を使用して対等にできるかと言えばそうはならない。ことばの性差別の廃止は一man，一WOman

のような性を有標化（marked）した表現をできるだけ無標（unmarked）の中性的（neutra1）な表

現に置き換えることによって達成されるからである。
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Quirk et al., A Comprehensive Grammar ofthe English Language (Longman, 1985) (,~TCGEL) I~ 
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~n 

supervisor for foreman fisher for fisherman 

firefighter for fireman mail carrier for mailman 

chair (person) for chairman spokesperson for spokesman 

member of Congress for Congressman 

~ ~)~~~~~:j~British English~~ H~l'L･ ~ ~ f*-~~~F~; IC~~~i~A~f~~~E~~:~~~~:~~i~ ~) ~~. ~:*~1 Ov> 

C ~ ~~) ~ ~ }C'~~･~:f~~t~~"A~ }cl~ ~~E ~ ~: U~v*~) a)~. * q)~~~c~E~~~ ~L~v*~)~Ui~~k}~~Z~~~) > 

~~~r,~~~~~ }c~;~~~~~~~ L~V>f~ ~~~~ J~ v*~ ;~ ~ 

199l~p~)~~~~RHWCDl~~~i~ih ･ i~v*~~;~ ~f ~~~) C v~ ;~ -man~~~*A~ ~~q) ~U I~'.~~a) 18~~~ ~) ;~ . 

anchorman > anchor, bellman, bellboy > bellhop, businessman > businessperson, 

business executive, manager, business owner, retailer, etc., cameraman > camera operator, 

cinematographer, chairman > chair person, chair, clergyman > member of the clergy, cleric, 

minister, rabbi, priest, pastor, etc., congressman > representative, niember of Congress, 

legislator, fireman > firefighter, insurance man > insurance agent, Iayman- > Iayperson, 

nonspecialist, nonprofessional, mailman, postman > mail carrier, Ietter carrier, policeman > 

police officer, Iaw enforcement officer, salesman > salesperson, sales representative, 

spokesman > spokesperson, representative, weatherman > weather reporter, meteorologist, 

workman > worker. 

1 997~l~ a) RHWCD2 I~ clergymen > the clergy ~: ~n ;~ f~_- ~~ . cameraman > camera operator 

cmematographer~~ ~~v> ~ a)~ ,f;""*~~~l~~~~..~~'b ~ t~~ < ~~~D L ~ V* t~~ v>~)~~~"'-'~~IC ~'~･~) . RHWCDI I~ 

~~~~~~; t~~ ~~~~i~j [~~IJ iC~ii~~~)d~･~:~~t~~v> ~ ~ ~~,','~~~i~.A~lC;~lv~ ;~ ~ ~ ~)~v>)~ ~ ~~-person 

~; ~~I v ~ f*- salesperson, spokesperson l~-;~~~ ~ t*- ~~. councilperson weatherperson l~ ~ f_ ~ ~ ~) t~~ v * ~ 
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感じる人が多いと述べている。このように言い換えの問題は求人広告などでは男女雇用機会均

等法の立場から言い換え語の使用は必須であろうが、一般社会や個人的なレヴェルではどの言

い換え語がどの程度実際に用いられているかは判定が困難な問題である。一

　“Do’sandDon’tsofInc1usiveLa㎎uage”からこれまで挙げていない例を追加する。

　　　co㎜d1mam＞comci1member，6r汕smam＞craftsperson，舳isan，crafter，dmftsmam＞

　　　drafter，drafting　technician，fishermam＞ang1er，fisher，miω1emm＞go－between，1iaison，

　　　agent，岬airmm＞repairer，repair　person，showmm＞perfomer，stat6sm㎜〉officia1，

　　　dip1omat，tmdosma㎜＞shopkeeper，trader，merchant，entrepreneur，航isan，tradesmom＞

　　　trades　peop1e，tradespersons，workmam＞worker，1aborer，emp1oyee・

　1985年のQuirketa1．CGELの後継書ともいうべき同じくらい大部な新文法書、Bibereta1．，

L㎝8m㎜ωmm孤of卵okeη㎜4附ゴ伽E㎎嚇（以下LGSWE）が1999年に出版された。この新

しい文法書は4000万語以上からなるLongman　Spoken　and　Written　E㎎1ish　Corpusを利用して、

conversation（AmB＆BrE），fiction（AmE＆BrE），news（AmE＆BrE），acad6mic　whting（AmE＆BrE），

一non－conversationa1speech（BrE）・9ener副prose（AmE＆BrE）をレジスター（registers）として選び・

現在の英語米語の話ことばと書きことばの分析を英文法の見地から行った信頼の置ける画期的

な業績である。この文法書の一番目につく特徴は大雑把な頻度数の比較である。量的な数値

が個々の文法事例に示されることによって、従来から量的な分布を知りたいと恵っていた事例

についていくらか知りえることは大きな福音であり、さすがはコンピューターの時代の産物と

思わせる。

　本書によって（職業名だけではないが）一manと一wom㎝の頻度数を比べてみると、100万語に

つき一manが約620語、一womanが約40語で、16対1の割合である。一womanの付く上位6語につい

て一manの付く対応語と頻度数を比べてみると、やはり100万語につきspokes－woman／－manは20

対115，Po1ice－woman／－m㎝は5対35，chair－woman／一manは1対23，business－womm／－manは1対20・

congress－woman／－man，horse－woman／－manは共に1対5である。

　以上は『逆引き辞典』でハイフンつきの一manを基準に職業語を中心に選んだものであるが、

この辞書にはmanを複合語の第二要素とするear1yman，1itt1emm，sandwichmanのような語が全部

で218語挙げてある。これらには職業語も含まれているが、全体的には一manと比べると比楡的

意味のものが多く、軽蔑語とみなされるものも若干あると思われる。しかしいずれにしても意

味的・語形的に女性を排除した表現であることに間違いなく、差別語の対象にはなる。ここで
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はこれらを十分に扱うスペースーがないので、部分的に扱う。

　“Do’sandDonltsofInc1usiveLa㎎uage”から言い換え指示語を拾うと次のものである。

　　　average　or　common　man＞average　person，ordinary　peop1e，typica1worker

　　　ear1y　man＞ear1y　humans，ear1y　societies

　　　great　men　in　history＞great　figures　in　history，peop1e　who　made　history，historica1figures

　　　primitive　man＞Primitive　peop1e／humans，a　primitive

　　　right　hand　man＞assistant，he1per，second　in　command

上記の例は「人間」の意味をmanで代表させたために差別語として扱われたと思われ亭。従

って内容的には上記第1節（1．man）に入れるべきものである。

4．一wOman

　『逆引き辞典』には、主に女性の職業・地位を表す一womanの項目にこの複合語が82例見られ

るが、これからEng1ishwoman，Frenchwoman，Scotswoman，We1shwomanなどの民族名4例を除くと

78例になる。この中には女性の社会進出に伴い造られたと思われるairwoman「女性飛行士」、

anchorwoman「（テレビ・ラジオの）総合司会者」、businesswoman，camerawoman，c1e写gywoman

「女性牧師」、congresswoman「（連邦議会の）女性議員」、counci1woman「（地方議会の）女性議

員」、craftswoman「女性職人」、forewoman「女性職工長」、nurserywoman「女性種苗園主」、

ombudswoman「女性行政監査官」、po1icewoman，sa1eswoman，spokeswoman，sportswoman，

s伽eswomm「女性政治家」、superwom㎝，weatherwoman，workingwomanなど男性形の一manに相

当するものがある一方、女性の仕事と決め付けられた「洗濯女」などは1a㎜drywoman，wash一

（er）womanと、「家政婦」などはcharwoman，scmb“omanと、日本語の「…女」に相当する用語

もある。OED2によれば、wash（er）woman，charwomanはその男性形より初出年代が古く、いわ

ばwash（er）man，ch㎜］anを逆成（backformation）させていると言える。

　RHWCD1，2から言い換えるべき（一）woman他の例を挙げると、c1eaning　woman／1ady／9ir1／

maid＞housec1eaner，officec1eaner，housekeeper，c1eaningPersonである。

　このように主に職業を表す一manと一WOmanの分布は社会的・歴史的理由から前者が圧倒的に

多く我々の予想通りであるが、理由は女性進出に伴い一manのすべてに対応する一WOman複合語

’を造る習慣が定着しないうちに、性差を強調しない中間的な表現を求める方向が加速したと思
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われる。これは歴史の意肉である。chairwomanの失敗例（OED2のこの語の引用は19世紀まで

の3例のみ）を見て分かるように、chairmanの女性形を模索する中で古いchairwomanの復活も

選択肢の一つであったが、上記の理由から中立形の一personを用いたchair－personが選ばれ、さら

に単一語（simp1ex）のchairに統一されるに至った。

5．woman　doctor，etc．

　英語では一womanの代わりにwomanを男女のいずれにも用いられる両性（dua1gender）の職

業名などの前に持ってきて限定的に用いることも考えらん、例えばwomandoctor／driver／

jouma1ist／officer／po1iceofficer／teacher，etc．（OED2，womann．II．6．b．（a））のような2語複合語が

生じた。ここで両性名詞の例をQuirk，eta1．cGEL，1985，P．315から参考に挙げておく。

artiSt

foreigner

1ibr孤iεm

professor

student

cook

friend

nOVe1iSt

Sema1nt

te卑cher

doctor

gueSt

parent

Singer

typist

enemy

inhabitant

person

spe北er

Writer

　このように両性名詞にwomanを冠する造語も一woman同様、女性を有標化（mとrked）する結

果になり、それにより性差別をもたらす可能性が生じる。「女性」とわざわざと断わることに

よって、かえってある種の文脈では女だてらにと羨望と軽蔑の入り混じった感情が加わる。日

本語でもこれらの英語と同じように「女医」「女性ドライバー「女性記者」「女性職員」「婦人警

官」などの用語がかなり最近まで用いられていたが、女性を有標化することも性差別であると

の認識が広まってきて、今ではこれらの用語を用いない傾向にある。先に挙げたdoctor，driver，

jouma1ist，officer，po1iceofficer，teacher等の両性名詞に一性の区別をする必要のある場合には生物学

用語的なmaユe，fema1eを冠するのが一般の用法である（Quirk，eta1．cGEL，315）。しかし本来男性

の職業と考えられていたものに就いた女性に、或いはこれと逆の場合にそれぞれfema1e，ma1e

を冠すると差別語になることにも注意が要る。この場合Womanを冠してWOman1aWyer（＞

1awyer）（“Do’sandDon’ts”）としても同様である。
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6．女性接尾辞一ess

　英語における女性接尾辞としてはこの一eSSが代表的なものであることは言うまでもない。『逆

引き辞典』にはこの項目に72例を挙げているが、dragoness，1eopardess，1ioness，tigressなどふつ

う動物の雌を意味する語と一StreSS，一treSSという関連女性接尾辞そのものを含んでいるので、こ

れらを除くと65例となる。OED2は一essについて主として歴史的な説明をかなり詳しく行ってい

る。それによれば一essはGk－issa＞1ateレssa＞＊VL－essa＞0F－esseの発達・借入経路をたどった。

第1段階として中英語期に一essを含む古フランス語のco㎜tess，duchess，hostess，1ioness，mistress，

princessが借入された。第2段階として14世紀には本来語の名詞や一er形の動作主名詞にも女性接

尾辞としてgoddess，dwe11eresseのように用いた。16世紀以降一essのついた語が多数造られた

が、一erが両性に用いられると、一eSSのついた多くの語が廃語になった。現在なお用いられてい

る言吾はauthoress，giantess，Jewess，patroness，poetess，priestess，quakeress，tai1oressである。しかし

OED2のこの記事はOEDの初版のこの項目を含む第3巻が出版された当時（1897）のままで、今

日の状況は述べていないので注意を要する。

　一eSSのつく語のうち中英語期にノルマンの征服貴族の女性称号として借入され今日に至って

いるbaroness，countess，duchess，peeress，princess，viscountessなどやキリスト教会における女性

の地位を表すabbess，anchoress，canoness，deaconess，Parsoness，Pre1atess，Prioress，Qu吐eressなどめ語

は過去の歴史や制度の残存としていわば遺物であるのでfeminismの差別用語の対象にはならな

いのではないか。問題になるのは今でも日常よく用いられるactress，authoress，gove㎜ess，

heiress，hostess，poetess，stewardess，tutoress，wardressなどであろう。authoress，poetessは現在は女性

にもactor，author，poetを用いるので特に女性を強調するとき・以外は用いない（OED2，authoress

n．d．）。govemess「女性家庭教師」はこの男性形のgovemorが廃意になっている。heiress，

tutoress，wardressはOED2では19世紀までの用例しかなく今日の状況については述べられてい

ない。次に挙げるstewardessの言い換えはあまりに有名である。

　1991年の辞書RHWCD1の“Avoiding　Sexist　Language’’において言い換え語が挙げられてい

る一ess語の例は、8皿thomss＞author，p㏄toss＞poet，propriotress＞proprietor，s㎝1ptmss＞

scu1ptor，st6ward6ss（stewardも含め）＞mght　attendantの5語である。1997年のRWCD2はこれ

にactress＞actorを付け加えたに過ぎない。1988年の“Do’sandDon’ts”も既出のものに尽きる。

　1996年のAHD3は一essの用法注記でこの女性接尾辞が付いた語が差別語とみなされるように

なったのは、同じ職業でも男女で内容に違いがあることをこの女性接尾辞を付けて表そうとし
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た点に差別が感じられるからだと述べいるがいるが、当たっているだろう。この辞書AHDの初

版からの特徴的なメリットは、用法注記に学者の意見などを載せるのではなく、当該用法につ

いての周到に準備されたアンケートにp㎝e1istsが回答を寄せ、その意見分布がパーセントで示

されていることである。第3版の注記ではGeorgia0’Kee脆isnotaswe11一㎞ownasascu1p泣essasshe

isasapainteLでは65％がscu1ptressを拒否し、Whenthe㎜bassadressarrives，p1easeshowher

direct1y　to　my　office．では75％がambassadressを拒否したと報告しているが、両例とも女性形を

使う必然性がないからであろう。他方There　are　not　very　many　good　parts　avai1ab1e　for　o1der

actrgsses．ではg2％がactressesを容認し、MaryAmis　suchach㎜i㎎hostessthatherp舳iesa1waysgO

off　smooth1y．では87％がhostessを容認していると述べているが、当人の役割がその人の性（女

性）によっていて、必然性がある場合には容認度が高いのが分かる。

7．その他の女性接尾辞，一ette，一trix，一enne，一ine

　1991年の辞書RHWCD1の“AvoidingSexistLanguage’’は女性接尾辞一e阜s，一ette，一trix，一emeの付い

た語についての項目を設け、避けるべき理由として（1）人の性別についての不必要な言及とみな

される、（2）その語で言及される人が卑小（trivia1ity）或いは下位（inferiority）とみなされること

を挙げている。そこで挙げている語はauthoress，poetess，proprietress，scuiptressあ他はaviatrix

「女性飛行士」＞aviator，s皿肚mg6tto「女性婦人参政権論者」＞suffragist，皿shomttc「案内嬢」＞

ushe。の3例であるが、一actress，heiress，hostessは女性の多くはactor，heir，hostの方を好むがいまだ現

役であり、waiter，waitressの言い換え語であるwaitperson，waitr㎝，serverが受け入れられるよう一

になってはきたが、まだ旧来のものに取って代わるには至っていないし、eXeCutriX「女性遺言

執行人」、teStatriX「女性遺言者」のような法律用語は頻度数は減っているがいまだ使用されて

いる、といった有益な情報を提供している。しかし1997年のRHWCD2からはこの項目が消え、

一eSSのみ一man等の項目に入れられていてこの点の記述が一歩後退している。

　一ineの付いた語はheroineぐらいしかないが、この語の言い換え語heroを挙げているのは1998

年の“Do’s　andDon’ts”のみで、RHWCD1，2がこれを挙げていないのは不思議である。女性に

ついてheroを使った例を今日では我々が見聞するところだからである。事実Encartaのheroでは

（（神話））や文学・映画の主人公の定義の場合を除いては、manを使わず‘remarkab1y　brave

person’，‘somebodyadmired’と定義されていて新鮮である。
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8．he，she，they

　現代英語の3人称単数形は男性のhe，his，himか女性のshe，her，herか中性のit，its，itに区別され、3

人称複数形they，the辻，themには性の区別がないことは周知の事実である。男性女性のどちらも含

む両性（dua1gender）の代名詞がないため、従来指示対象の性別が定かでない時には無標

（unmaエked）の代名詞として男性形のhe，his，himが総称形（genehcfo㎜）として用いられてきた

が、この場合も男性形によって女性を含めた人間を代表させる点で性差別撤廃の機運と共に姐

上に上ることになった。この総称形が使われてきたのは（ユ）spe北er，1istener，writer，teacher，

studentなど両性の名詞（これ自身の性別をするときはma1e／femaleを前につければよい）を指

す場合と、（2）everyone，anybody，（no）oneなど不定代名詞を指す場合である。Quirk，eta1，CGEL，P．一

343は（ユ）の問題解決法として肥80L　Qu舳e卯卿1e肋eeらVo113（筆者未見）をそっくり引用

している。

　　　（a）The　spe吐er　must　constant1y　monitor肋81istener　to　check　that　assumptions加is　making　are

　　　　shared　assumptions．

　　　　SUGGESTED　REVISION（chmge　to肪e　md　rephrase）：

　　　　The　speaker　must　constant1y　monitor加1istener　and　check　that　the　assumptions伽卯e地erj8

　　　　m北加g刎e曲刎ed

　　　（b）Very　often　the　writer　does　not　monitor加∫arguments　very　we11or　get〃8na∬ative　in　the　right

　　　　order．

　　　　SUGGESTED　REVISION（change　to　p1ura1）：

　　　　〉ery　often　writers　do　not　monitor妨e1r　arguments　very　we11or　get妨e止narratives　in　the

　　　　right　order．

　　　（c）The　students　do　a1most　a11the㎞teracting，the　teacher　ta］dng　aback　seat．That　is　to　say，加is　not

　　　　under　the　pressure　of　acting　as　c乃ajrm‘㎜or乃08亡

　　　　SUGGESTED　REVISION（change　to∫吻e　and　rephrase）：

　　　　　．That　is　to　say，功e（my　ita1ics）is　not　under　the　pressure　of　acting　as　c1a88mom砒eαor

　　　　（my　ita1ics）．

　肥∫0LQu刎e軟卿1e肋eeらVo113が提案している解決法は（・）thespe北erを指す総称のhis，heを

使わずthe1istener，thespe吐erとtheをつけた名詞を用いる。（b）thewriter，his，hisの単数形表示を複

数形のwriters，their，theirに改める。（・）総称のheを新しいs／he表記に書き換える。Quirk　et　a1．
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CGELは最後の実験的なs／he表記の難点として（1）Msと違って対応する音声形がない（s／heはshe

orheと読まざるを得ない）、（2）目的格・所有格形がない、の2点を挙げて、s／he表記がどの程度一

般に受け入れられるか疑問視しているが、確かに一時的な流行の後、sheorhe（herorhis，heror

him）の陰に隠れたようである。Quirkらはいかにも保守的な英国の学者らしく、feminism運動

がこれまで何世代にも渡って見逃されてきた言語の性差別の問題を多くの人に気づかせた功績

を認めながらも、総称のheを使わせないことにどこまで成功するのか疑問視していた。

　先に挙げた両性名詞の単数形や不定名詞any㎝e，ev町bodyなどを指す代名詞は指示対象の性別

が不明或いは問題にされないときには、従来は男性のhe，his，himを用いた。最近はこれらの男性

代名詞’の使用を避ける方策が提案され、次第に実行に移されている。方策の一つはhe　or　she，

he／she，hisorher，his／her，himorher，him／herを用いるものである。Biber，eta1．，LSWE，P．316から・例

の1部を引用する。

　　　A［Geo1ogist］studying　fossi1iferous　rocks　in　the　fie1d　needs　on1y　an　average㎞ow1edge　of

　　　pa1eonto1ogy　in　orderto　make　af肚1y　a㏄皿ate　estimate　ofthe　epoch　in　which　the　rocks　ho　or　sh①

　　　is　studying　be1ong．（ACAD）

　　　［A．y。。。］。ithE．g1i．h。。肚…h・・。亭ti。・1ふg・・g・d・・…t…d・th・・1・・g・・g・・．（NEWS）

　　　Th・・、th・［・…1・・t…hi・／h…w・…p…ibi1ity．．．（ACAD）

　LSWE，p，317にはこれら新しい代名詞のうちheorshe，himorher，hisorher，he／sheの4形のr00万

語当たりのレジスター別頻度数を挙げていて興味深い。Conversation，fiction，news，academism

の4レジスターのうちacademismの頻度が高く、他のレジスターが5例以下か10例なのに対しhe

orsheは30例、hisorherは40例、himorherとhe／sheは10例となっている。新しい用法は性差別

を避ける必要を特に意識している学者が論文や辞書やマニュアルで奨励し自らが実践する場合

が多いことを表しているのであろう。

　もう一つの方策は単数の名詞everybody，nobodyなどを指す代名詞にtheyを用いるものであ

る。これはhe　or　sheなどの場合と違ってconversationやnewsのレジスターでよく用いられる。

これについてもLGSWE，pp．316－7から例文を引用する。

　　　A：Not［everybody］uses　their　indicator．

　　　B：T1□oy　donlt　use　their　indicator　any　more．

　　　A：Thoy　don’t．（CONV）

　　　［Everybody］remembers　wherethoywerewhen皿Kwas　shot．（NEWS）
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　　　［Nobody］1ikes　to　admit　that　thoy　entertain　very1itt1e，or　that血6y　r孤e1y　e1］joy　it　when血oy　do．

　　　（NEWS）

　OBD2，they，pron．2．によれば、この最後のevery，any，no，etc．や両性の一人を指すthey（＝‘he

orshe’）の用法は実は古く、初出例は1526年である。従って現在の用法は一種のreviva1である。

9．その他の差別語1girl，lady，spinster，old　maid

gir1

　成人女性（18歳以上）の職業や役割についてgir1を冠したり付加したりすることによって軽

視の念（disparaging）や庇護の念（patronizing）が生じるごとは明らかである。こうしたgir1語

が差別語とみなされて当然であろう。RHWCD1，“Avoiding　Sexist　La㎎uage”（5．a．）が挙げて

いる例はbach61or域r1（spinster，o1dmaidと共に）＞mmarriedwoman，gir1at阯伽の2例で、

RHWCD2，“Avoiding　Insensitive　and　Offensive　Language”ではやや増えて、既出のc1eani㎎gir1，

sa1esgir1の他、9ir1／9a1Friday＞assistantの3例が加わったが、bachelorgir1が消え、代わりに

bache1oretteを挙げている。“Do’sandD㎝’tsofInc1usiveLa㎎uage”はRHWCD1，2にはない

c趾㏄rgir1＞professiona1woman，h皿1agir1＞hu1adancerを挙げている。

1ady

　1adyは本来1ord「領主」の対語で「領主夫人」を意味し、次にgent1emanの対語となり「貴婦

人、淑女」たが、既出のc1eaning　Iady，sa1es1adyなどの職業名ではその見かけの尊重とは裏腹

に実質的下落振りは著しい。“Avoiding　Sexist　La㎎uage”（2．c．）は1adyを冠した1ady　doctorを

fema1e1awyer，gir1ath1ete，male　secre倣yと共に挙げて、本来その職業／役割が女性向きではな

いと思われていたものに就いた女性に1ady，fema1e，gir1を、男性向きではないと思われていた

ものに就いた男性にma1eを冠することによってその人が非凡で（remarkab1e）あり特異で

（pecu1iar）であることを示して、その人に庇護者ぶる（patronizing）態度の表現になることに

注意を促し、例えばdoctorの場合に女性であることを示す必要があるときにはMygrandmother

wasthefirstwomandoctortopracticein血istown．のように1ady（patronizingの意味が強くなるから

であろう）よりもWommを冠する方がよいと、よき指針を与えてくれる。

spinster，old　maid

　日本語でも「オールドミス」は昔はよく使われたが、今ではあまり聞かれなくなった差別語
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ある。spinsterは元来は「紡ぎ女」だが、17世紀までに未婚女性（o1dmaid）を表す法律用語とな

り、今では婚期を過ぎた女性を指す代表語になり、“Do’s　and　Don’ts”ではbache1oretteと共に

si㎎1e（ormm㎝ied）womanへの言い換えが適当と判定されている。

　このパンフレットではbache1orもsi㎎1e（or　unmanied）manへの言い換えが指示されていて

バランスが取れているが、これまで長い間、対語（pair　word）のbache1orとspinsterのうち

spinsterの方だけが軽蔑語であった。Robin　Lakoff，L㎜8u昭e㎜d　Wo㎜e＾Pla㏄（1973）はsexist

Eng1ishを取り上げたパイオニア的著書であるが、そこではwomanvs1ady，mastervsmistress，Heis

aprofessi㎝a1．vsSheisaprofessiona1．，（John’s）widowvs（＊Mary’s）widower，Miss・vsM土・と共に

bache1orvsspinsterも論じられている。これらの対語では必ず一方（1ady，mistress，Sheisa

professiona1．，（＊Mary’s）widower，Miss，spinster）が不公平な扱いを受けることに、ことばとそ

の背後の社会通念（stereotype）の（男女）差別を明らかにした。

　01d　maidは乃eA㎜e㎡c㎜He㎡fa8eD加㎡㎝町of妨e肋g1鮎L㎜gu昭e，3rd　ed．（Houghton　Miff1in，

1996），肋c刎a　Wo〃d肋g11曲D比㎡o㎜aぴ（B1oomsbury，1999），皿e　New　Peη8u加肋g1鮎Dゴc血oηW

（2000）など最近の多くの辞書がspinster（AHD3は指示なし）と共にoffensive（不快語）と用法

指示をしている。RHWCD2はこの語にもspinsterにもUsu．Disparagi㎎「ふつう軽蔑的」と指示

しているが、o価ensiveとの違いはdisparagingが使用者の意図的な軽蔑を表し（軽蔑語）、o脆nsive

は使用者の意図に関係なく相手に不快感を与える（不快語）点にある。

housewife

　Housewifeが差別語、不快語であるという感覚は日本人にはいまだ持ちにくいのではないだ

ろうか。“Avoidi㎎SexistLanguage”でも“Avoidi㎎InsensitiveandOffensivgLanguage”でも

“Do”s　and　Don’ts”でもhousewifeはhomemakerに言い換えるように指示している。RHWCD2で

は見出し語housewifeのusage　noteで不快語とされた理由を「職業として低い地位を暗示するか

らであり、男性（夫）との関係で規定される女性一（妻）の職業だからであろう」と述べている

のは考えるヒントになる。

coed

　この語は男女共学の学校の女子学生を指すcoeducationa1の短縮語である。Me∬加m－Web8倣’8

1）加6㎝〃γof肋g1鮎㏄age（1994）は1980年の時点でもはや好まれない語であるという報告と

1981年にこの語を過去のものとして述べている引用を挙げている。
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10．男女併記句1man　and　wife，etc．の言い換え

　これまで使われてきた男女併記句も女性差別の観点から言い換えが適当であるとされてい

る。“AvoidingSexistLanguage’’が挙げているものは、

　　　man　and　wife＞husband　and　wife

　　　men　and　gir1s＞men　and　women，boys　and　gir1s

　　　men　and1adies＞men　and　women，1adies　and　gent1emen

　　　PresidentJohnson㎝d　Mrs．Meir＞PresidentJohnsonandPrime　MinisterMeir，Mr．Johnson　and

　　　Mrs．Meir

の4例である。次に“Avoidi㎎InsensitiveandOffensiveLanguage”から新しい例を挙げる。

　　　Mr．David　KimandMrs．Betty　Han1ow＞Mr．DavidKim　and　Ms．Betty　H㎝low

　　　DearSir：＞Dear　Sir／Madam：，DearMadam　or　Sir：，To　whomitmayconcem：

解説の必要もなく、Mrs．のMs．への言い換えと手紙の書き出しにおける女性の敬称の併記或い

は男女の敬称を用いない「各位」への表現の切り替えを提案している。Mslにっいて0ED2

（1993）は‘An　increasing1y　common，but　not　miversa11y　a㏄epted，use’と注記して、初出例とし

て1952年の文献を挙げているが、その引用文‘UseofabbreviationMs．fora1lwomenaddressees．皿hs

modemsty1eso1ves　anage－o1dprob1em．’は長年の問題が解決した喜びを示している。

11．おわりに

　20世紀後半は、ことばと社会の関係から見るとアメリカのfeminism運動に端を発した男女差

別語（人種差別語・障害者差別語も含む）の撤廃の方向に向かってかなりの変化（成果）を見

たと言える。本来はAmerican　Eng1ishの社会間題であったものがBritish　Eng1ishや他の英語へ、

さらには日本語のような他の言語とその社会へ広がりを見せたことは、差別語の問題が人問の

基本的人権の問題であることが認識されてきたからであろう。むろん差別語撤廃運動は国によ

って（同じ英語圏でも英米では）進展度は異なり、また言語生活には公的私的の両面があり、

言語そのものが流動的であるので実情の把握は予想以上に困難である。もう一つの実情把握の

困難は、すべての運動がそうであるように、言語差別撤廃運動も提唱者と受け手の認識の違

い・落差があるのは当然なので、社会問題を扱う際の注意点ともいうべきものが社会学では確

定しているのかもしれないが、門外漢の筆者は知らない。しかし常識的に言って先に述べた提
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唱者と受け手の認識の差に留意することは基本であろう。とはいっても実際には両者の中間が

常にあるやけで，そこいらの吟味が大切になる。

　文法は規範文法（prescriptive　gramm趾）と記述文法（descriptive　gramm肌）に二大別される

ことはよく知られているが、我々が研究資料の大半を頼ってきた辞書はこの中間的なものとい

えよう。辞書の性格上、使用者に使用上の規範・指針を与えると同時に実態・実状の記述を提

供することがその役目だからである。同じ辞書でも連邦労働省の発行した辞書は、男女差別に

なると思われるすべての職業名の撤廃とその言い換え語の使用を少なぐとも官公庁の公文書で

は指示していると思われるので、もしそうなら正用法を指示するいわば規範辞書に当たる。し

かし残念ながら現時点では筆者未見のため、後に訂正が必要となるかもしれないことをお断わ

りしておく。最近の多くの市販辞書は我々の利用したRHWCD1，2，AHD3，Enc舳a，NewPenguinな

どはいずれも各見出し語を含む本文はおおむね記述的であるが、間題語に用法注記（uSage

noteS）欄を設けて問題の解説を行っていて便利である。これらの用法注記をすべて網羅したも

のが、いわゆる用法辞典であり、Me㎡‘㎜二Web8倣’8〃αi㎝町ofE壇鮎眈昭e（Merriam－

Webster，1994）はその一冊である。これらの用法注記は程度の差はあれ、規範的であり記述

的である。しかしRHWCD1，2のような差別語に極めて意識的な辞書の、我々が大いに利用した

巻末記事は使用上の指針を与える規範的なものであり、それを徹底させたものがホノルル市か

ら出版された文字どおり“DdsandDon’tsof正nc1usiveLa㎎uaξe”と名づけられたノ、ンフレットな

のである。

　我々が社会言語学の立場から知りたいことは、差別語といってもその意識の有無・程度と使

用停止か使用継続かなどの実態である。その語によって、人によって、男女／世代の違い、教

育レヴェルの違い、都市／地方g違いなどの要因によってさまざまであろうと推測されるの

で、AHDが用法の問題点についてパネリストに行っているアンケート調査のもっと大規模なも

のと、Longmanの最新の文法斉にその成果の一部が見られるco叩usを用いての用例のレジスタ

ー別数量的調査をもっと拡大したものが、いわゆる差別語を中心におこなわれることを期待し

たい。
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